



























意㌢ - c ni (nL-.- n小 ) ､ (1)
で表される｡ここでntl.3=niでありCは定数である｡この解は centerと呼ば
れ､n↓(t)の変動は初期条件に従って振動する｡ (1)式はロ トカ ･ポルテラ
モデルと呼ばれる｡












































































を得る｡a,bは defectsA.Bの数 (密度)でありkは定数である｡ (6)の




















渦糸糸の orderparamerについていえば､ (5)式から単位渦輪 (UR)の数 ′
(Nu )がその資格をもつ｡例えば図5 (a)ではNuは減少しているが､渦糸の
全長 (L)は変化しない｡図5(a)では orderparameterは減少すべきと考え





過程iこあると考える｡defectの発生適齢 串現存する defectの数 (密度)に大き
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図 5.渦糸の収縮 (a)と相互交叉 (b)の基本プロセス｡実線は渦糸を表す｡
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図7.定常状態 (d=2)における滴点のバターン ( ･Ⅴ 角､ Ⅹ'･VB)｡
図8.3次元定常状憩における渦輪のパターン｡
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